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研究成果の概要（和文）：　本研究は、従来の「和装」史・京都産業史では見えてこない、グローバルな広がり
のある「きもの」文化を考察するため、（1）20紀前半以降、京都からアジア・アフリカに輸出された捺染生
地、（2）ハワイでの着物生地のアロハシャツの誕生とそのグローバルな普及、（3）戦後の外国人用お土産とし
て開発されたスカジャンやハッピーコートの日本での定着と若者文化との関係、の3点に焦点を当て、グローバ
ルな連環の中に「きもの」文化を位置づけ、複数地域での調査研究を進めその意味を解明した。

研究成果の概要（英文）：In order to examine the global expansion of "kimono culture," which can 
hardly be seen in the conventional history of "kimono" and the history of Kyoto industry, this study
 focuses on the following three points: (1) printed fabrics exported from Kyoto to Asia and Africa 
in the early 20th century, (2) the birth and global popularization of aloha shirts made of kimono 
fabrics in Hawaii, and (3) the sukajan and happy coat, which were developed as souvenirs for 
foreigners after World War II--their establishment in Japan and their relationship with youth 
culture.

研究分野： 美術史

キーワード： 美術史　グローバル・ヒストリー　服飾史　異文化交流　経済史　きもの文化　京都 　日本文化史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「きもの」文化の研究は、従来そのハイ・カルチャー的な側面に焦点を当てたものが多い。それに対して、本研
究は海外へ輸出された捺染生地、観光芸術・土産品としてのスカジャン、ハッピーコート、アロハシャツ等、
「きもの」文化に関連した比較的廉価な繊維製品の歴史を補完することで、モノ・技術・デザインのグローバル
な循環を総合的に叙述し、それにより、欧米中心的視点では見えてこない世界史を方法論的に提示した。
　本研究を遂行することにより、伝統産業の活性化に不可欠な学術的裏付けと国際的な情報発信を継続的・効果
的に推進することができた。結果、海外研究者・研究機関の関心も高まり、国際共同プロジェクトが始まってい
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
報告者は、それまでデジタル・アーカイブの手法を用い、学術資料として俎上に上がっていな

い近代染織史に関連する資料の整理・蓄積を進め、それによって、伝統的地場産業と位置付けら
れてきた京都の染織のグローバルな展開―近代以降の西洋技術・デザインの導入だけではなく、
戦前から始まるアジア・アフリカへの製品輸出・海外事業展開も含む―が明らかになってきた。
研究課題の新しい段階として、近代京都を起点として染色産業がどのように国内外へ展開され
てきたのか、あるいは影響を受けてきたのかを染色技術やデザインを通じて明らかにする必要
性を確認した。研究の具体例としては、京都の近代染織製品、「アフリカン・プリント」、伊勢型
紙、バティック等を取り上げ、デザイン・染色技術の世界的連環を解明することを企図した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、以下の二つを主な目的とし遂行した。 

(1）比較的廉価な繊維製品の歴史を補完することで、モノ・技術・デザインのグローバルな循環
を総合的に描き出す方法論の提示 
本研究では、近・現代の既存の繊維製品の歴史・文化史的叙述における、①輸出品・観光芸術・

土産品の基礎的な研究の欠如・各研究の分断、②近代史と現代史の分断、③産業史、経済史、文
化史の分断、④アフリカ、ヨーロッパ、桐生、京都、沖縄、ハワイといった研究対象地域の分断、
⑤洋服と「きもの」の分断、という問題を克服し、モノ・技術・デザインのグローバルな循環を
総合的に叙述することにより、欧米中心的視点では見えてこない世界史を方法論的に提示する
ことを目指した。 
（2）伝統産業活性化に不可欠な学術的裏付けと国際的情報発信 
桐生、京都の着物関連産業は斜陽の状態が続いており、早急に調査を進めないと重要な資料・

情報が永久に散逸する危険性がある。これに対し報告者は平成 21 年度より「きもの」文化の国
際化という視点より研究を進め、情報技術を駆使し、蓄積した資料・情報の共有化・社会還元を
進め、伝統産業の学術的裏付けをすることで、作品・商品の付加価値を高め、それにより業界の
活性化に努め、実際的な効果も出てきた。またこれまでの数々の国際シンポジウム開催・英文論
文発表により、すでに国内外の研究者とは様々な学術ネットワークで繋がっており、伝統産業へ
の国際的な学術的関心も高まりを見せ、情報発信がより効果的にできる時期になってきた。本研
究を遂行することにより、伝統産業の活性化に不可欠な学術的裏付けと国際的な情報発信をさ
らに継続的・効果的に推進でき、それによりより広い社会への波及効果、即ち伝統産業の活性化
の更なる促進を目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究は、以下の三つの歴史的・地理的に重複し、関連する具体的なテーマを設定し、総合的

に研究を遂行した。 
（1）20 世紀前半以降、京都からアジア・アフリカに輸出された捺染生地 
（2）ハワイでの着物生地のアロハシャツの誕生とそのグローバルな普及 
（3）外国人用お土産としてのスカジャンやハッピーコートの日本での定着と若者文化 
これらの点を解明するため、繊維製品のトランス・ローカルな移動を、実際に生産から、海を渡
り消費されるまでを追跡し、様々に関わった社会的当事者に聞き取り調査をし、その意味づけと
変容について考察する研究方法を採った。さらにそれを文献調査で学術的に裏付けていった。 
 
４．研究成果 
本研究は、従来の「和装」史・京都産業史では見えてこない、グローバルな広がりのある「き

もの」文化を考察するため以下の 3つの具体的なテーマに焦点を当て、グローバルな連環の中に
「きもの」文化を位置づけ、複数地域での調査研究を進め、その意味を再検討した。 
（1）20 紀前半以降、京都からアジア・アフリカに輸出された捺染生地 
当該捺染生地の文化的意味を検討するため、近代捺染技術のルーツとして、近世初期にインド

から始まった更紗を位置づけ、そのヨーロッパ・アジアの二方向への伝播の流れを追うことによ
り、輸入された更紗に触発され、各地で更紗を模倣する捺染織物の生産が試みられたことを明ら
かにした。特に、ジャワ更紗（バティック）、型紙を使った和更紗、それに触発された友禅染、
そしてヨーロッパ・日本各地で機械捺染された「アフリカン・プリント」を例として取り上げ、
それぞれの地域におけるこれらの生産が、過去 2 世紀の間に互いに絡み合うようになったこと
も明らかにした。例えば、「アフリカン・プリント」のデザインはもともとバティックに由来し
ていたのであるが、オランダのフリスコ社の「アフリカン・プリント」は、業界最高峰として、
日本製「アフリカン・プリント」に多大なる影響を与え続けてきた。しかし、その一方で、フリ
スコ社の「アフリカン・プリント」は、アフリカの消費者の好むデザインのみならず、日本の型
紙をデザイン・インスピレーションとして利用したりしていることが判明した。本研究によって、
テキスタイル・デザインの可能性、永続的な影響力、世界規模での絡まり合いを実証できたので、



引き続き、複数地域での研究を提唱していきたい。なお、成果の一部は、2024 年度中に、国際共
著論文（フランス語）として公表する予定である。 
（2）ハワイでの着物生地のアロハシャツの誕生とそのグローバルな普及 
ハワイでの現地調査・アロハシャツ関係業者への聞き取り調査、また、いわき市のスパリゾー

トハワイアンズ（旧常磐ハワイアンセンター）、「東洋のハワイ」と称された指宿市のアロハシャ
ツにまつわるイベントの実地調査、資料調査もでき、またアジア各地でのアロハシャツの利用状
況の情報収集もかなり進めることができた。アロハシャツのハワイでの誕生以降、沖縄を含む日
本各地及びアジア各地のリゾート地での、様々な変容を伴う普及と利用の有り様についての論
文執筆の準備を進めている。 
（3）戦後の外国人用お土産として開発されたスカジャンやハッピーコートの日本での定着と若
者文化との関係 
スカジャンについては、桐生での複数回の調査、横須賀での調査を遂行することができ、戦後

日本で誕生したスカジャンの現在の生産者の状況、消費者（需要）の多様化の様子が明らかとな
った。また調査により以下 2点が判明した。①外国人用お土産に刺繍を施したアイテムという意
味では、明治以降に遡る長い歴史があり、スカジャンはそういった歴史的な文脈で考察する必要
性がある。②桐生で横振りミシンにより刺繍が施された「authentic」なスカジャンというのが
日本でのスカジャンのイメージあるのに対し、世界的には、中国で大量生産されたスカジャンが
主流となっていることが明らかになった。2020 年東京オリンピックのオフィシャル・スカジャ
ンだけでなく、2023 年の「ニューヨーク・ファッション・ウィーク」に、北九州市の成人式を彩
る派手な「きもの」が登場するなど、メディアでも取り上げられているが、実際、西洋のハイ・
ファッションとエンタテインメント業界で注目されており、ファッションが西洋から一方向に、
尚且つハイ・ファッションからロー・ファッションへ移動するという考え方に挑戦する「越境的
な」アイテムと位置づけ直し、今後も引き続き研究をする必要がある。 
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